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“Youth, Development and Peace Japan 2006”
プログラム概要
Building a Youth’s Community Based on its Experience of Action
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1. YDP Japan Networkという「コミュニティ」
YDP Japan Network : ユース団体の「競演」の場を作る

ウォルフェンソン世界銀行総裁（当時）は、「ユースは、自らの考えを述べる機会を与えられ、能力と創造性を高める機会さえ与えられれば、よりよい社会をつくるための変化をもたらす主体になりうる」と述べた。
しかしそのためには、ユース団体は、「ユースだから」「経験や知識がないから」と言い訳していてはならない。経験や知識がなくても、何かできるかもしれない、もっとできるかもしれない、という気持ちを常にもっていなくてはいけない。それはユース団体の本質的な役割でもあり、「責任」でもある。学び、試し、失敗したり成功したりしてまた学ぶ、その繰り返しの作業。
YDP Japan Networkは、貧困、開発教育、人権、平和、保健医療、環境、異文化理解などグローバルアジェンダに対して主体的に行動をおこしているユースが
(1) 個々のユース団体の考えやプラクティスを互いに共有し互いに刺激しあう場
(2) 共同のメッセージを社会に発信していく場

(3) 個別団体の枠組みを越えた協働の機会を作り出す場
を自らつくりだすことができるコミュニティであり、それを通じて各ユース団体の活動が社会やユース自身にもたらす成果を高めていけると考えている。
YDP Japan Network’s History : YDP Japan Networkの経緯
September, 2003
パリで”Youth, Development and Peace 2003”を開催。
September, 2004
サラエボで”Youth, Development and Peace 2004”を開催。世界の現状の知識を共有とよりよい開発を推進するための議論を行い、貧困削減を目指して、いかにユース団体と世界銀行が協力できるかについて議論。およそ170 人、日本を含む約83ヶ国のユースが参加。
March, 2005
年一度の会議だけでなく恒常的なネットワーキングを図るためにYDP (Global) Networkを設立。

June, 2005
日本全国のユース団体のリーダーを対象に” YDP Japan 2005”を開催。YDP Japan 2005では団体の協働を疑似体験するためのコラボレーションワークショップ、同じテーマに取り組む団体の意見集約・議論促進を目指したトピック別分科会、ユース団体が抱える諸問題を解決するためのスキルアップ講座などを実施しました。
August, 2005
YDP Japan 2005での合意を受けて、YDP Japan Networkを設立。設立に際して、6名の理事を選出し、事務局を編成。
June, 2006
YDP Japan Networkの設立後最初の総会を開催。

2.  “Youth, Development and Peace Japan 2006”の目的
会議にはあまりに多様な団体が集まるため、そこだけで理念に掲げる全てを実現することはできない。会議以後に継続的・持続的にネットワークが機能していくことが重要であるという認識のもとに、以下の目的を設定している。
1. 貧困、開発教育、人権、平和、保健医療、環境、異文化理解などグローバルアジェンダに実践的に取り組むユースのコミュニティを確立する

2. 情熱・アイディア・経験を共有することを通じて、ユース団体が切磋琢磨する場を提供する。

これらの目標は相互に深く連関している。コミュニティの確立には実際に「役に立つ」情報が得られたという機会が必要であり、また、ユース同士が切磋琢磨する場を作るには、自分の持っている情報をその場に提供してもいいというオーナーシップをもつ必要がある。

より具体的には下記のような目的をもつセッションを予定している。
【ユース団体が地球的な課題の解決のために果たしうる役割を知る】

ユース団体それぞれにおける活動の経験や外部からのインプットをもとに、ユース団体が地球的な課題の解決のために果たしうる役割について議論する。このプロセスを通じ、多様な中でもコミュニティが共有する「共通性」を確認する。
Relevant Sessions

Day1-Day2 “YDP Changes the World”
Day2: Interaction with Society ―ユース団体に期待すること―
【コミュニティの果たす役割を明確にし、オーナーシップを強化する】

YDPは「新しい団体」ではなく、ユース団体によるネットワークである。個別の団体の活動から離れては成立しえず、YDP Japan Networkに対してのオーナーシップを共有することが今後のネットワーク活性化には欠かせない。コミュニティを今後どのように機能させていくかについてのビジョンを共有するとともに、総会においてこれまでの一年の活動成果を共有し、今後のリーダーと方向性を決定する。
Relevant Sessions

Day1: ネットワーク＃1 – “INSPIRE”
Day1: ネットワーク＃２ – “ACTION”

Day2: オフィシャル・プレナリ（YDP Japan Network第一回年次総会）
【ユース同士が出会い、刺激しあう場を提供する】

ユース団体がそれぞれの経験や活動成果を共有し、互いに刺激しあえる場を提供する。他の団体からノウハウを学び、自分の団体での活動に役立てる。他の団体にできて自分の団体にはできていないことがあるということを正面から見据え、悔しさを飲み込んでいく「競争」のプロセスでもある。
Relevant Sessions

Day1: ユース・シェアリング・ディスカッション
Day2: 「ナレッジ・マーケット」
Day2: ベスト・プラクティス・アワード
【具体的な協働事業や今後のインタラクションの場に関するミーティングを行う】

参加者はあまりに多様であり、全体の場で個々のテーマについて話すことは得策ではないが、より小さなグループが核になれば、合同プロジェクトを持ったり、ユースの提言をまとめたりすることもできる。今後に向け、そうした活動を促すため、ここでは具体的な協働事業の立ち上げのためのミーティングをもつ機会をつくる。
Relevant Sessions

Day0: Pre-Meeting

Day1: Night Meeting
【コミュニティ内外への波及】

コミュニティの内部だけでは完結せず、当日参加していない人々にも成果をもたらす。英語版および日本語版の報告書を作成し、会議の映像記録や写真等と併せてウェブサイト等に掲載する予定。
· YDP Japan Networkに加わっていないユース団体に新たな参加のきっかけをつくり、他の団体とのインタラクションの機会を提供する。
· 地球的課題に取り組む諸機関（政府、NGO、国際機関、学界、企業等）にとって、ユース団体について知り、パートナーとしての可能性を発見する機会を提供する。
· 他分野のユース団体、他国におけるユース団体にとって、ネットワーキングを図る上での刺激や参考となるケースとして活用できる資料を提供する。
3. タイムテーブル
24日(土)

	開始時刻
	プログラム
	目標 

	9:00～
	Registration
	受付

	9:30～
	総会#1
開会宣言
	YDPJ2006の｢始まり｣をアナウンスし、公式会議を開始するとともに、YDP Japan Networkがどのようなものであるかを共有する。

	10:50～
	ネットワーク#1
“INSPIRE”
	自団体、他団体をよりよく知る場を設けるとともに、実際にネットワークの価値を体感することによりネットワークの可能性や意義を見出す。

	12:30～
	Talk Lunch
	昼食の時間を活用して、テーマ別ディスカッションのグループの参加者同士の交流を図る。

	13:30～
	ユース・シェアリング・ディスカッション
	各団体の理念・アプローチ・成果の相違点と共通点を知る事で、他団体の理念・活動などについて共感し、自分の団体の相対的な強み・弱み・課題を知る。

	17:40～
	ネットワーク#2

“ACTION”
	今後、ネットワークを活性化させて行くにあたって、ネットワークが共有すべき理念、活性化の戦略を考え、持続的なコミュニティの発展を図る。

	19:30～
	レセプション
	参加者間の交流。各団体の活動紹介やイベントの告知なども行う。

	22:00～
	Night Meeting
	任意参加で具体的なトピックについて話し合うことを通じて、加盟団体の協働など今後に直接つながるような機会を提供する。


25日(日)

	開始時刻
	プログラム
	目標

	9:00～
	モーニング・プレナリ
	1日目を振り返り、2日目のスケジュールを確認する。

	9:20～
	「ナレッジ・マーケット」
	経験豊富な参加者に、他の参加者に向けて各自の経験・知識を話してもらう。

	11:00～
	Interaction with Society
―ユース団体に期待すること―
	外部からの視点を取り入れ、参加者がより広い視野に立って、活動に取り組めるきっかけづくりを図る。

	12:10～
	Interaction Lunch
	外部講師との交流の場を作る。

	13:10～
	ベスト・プラクティス・アワード
	YDP Japan Network設立からの1年間で、今後のモデルケースとなるような活動やプロジェクトを紹介し、特に優れたものを表彰。外部講師からのコメントももらう。

	14:40～
	総会#2
	YDP Japan Networkの年次総会。議題は以下の通り。活動報告／会計報告／役員立候補者最終演説／役員選任／事業計画の承認 

	16:20～
	“Bring Back Home”
	2日間のまとめをし、その成果を各参加者が自団体で今後どのように活かしていくかを考える機会を提供する。

	17:00～
	総会#3

閉会宣言
	YDP Japan 2006の閉会と、YDP Japan Networkの新しい1年の始まりを宣言する。

	18:00～
	懇親会
	飲み会（自由参加、3,000円程度）。


4. セッションアウトライン#1 – Youth and Global Issues – 

【ユース団体が地球的な課題の解決のために果たしうる役割を知る】

Day1-Day2: “YDP Changes the World”
Day2: Interaction with Society ―ユース団体に期待すること―

ユース団体それぞれにおける活動の経験や外部からのインプットをもとに、ユース団体が地球的な課題の解決のために果たしうる役割について議論します。このプロセスを通じて、各団体が多様な活動を展開する中で、YDP Japanコミュニティが共有している価値を確認します。
	Day 1-2 “YDP Changes the World”

	貧困、開発教育、人権、平和、保健医療、環境、異文化理解などグローバル社会が抱える課題への問題意識をマッピングし、それに対して日本のユースがなしうる貢献はなにかを考えます。この作業は特定の時間のセッションではなく、セッション間の時間を活用して2日間を通じて行います。
	Session Flow

	
	1. 作業についての説明
2. グローバル社会が抱える「問題」を付箋紙（黄）に書き、壁にある模造紙に貼る
3. 日本のユースがなしうる「解決策」のアイディアを付箋紙（青）書き、「問題」の上に張る

4. 何をなしうるかを全体で確認




	Day 2 Interaction with Society ―ユース団体に期待すること―

	グローバルアジェンダに取り組んでいる国際機関、政府機関、NGO、企業の各セクターからパネリストを招き、ユース団体のメンバーとのディスカッションの機会を設けます。
	Session Flow

	
	1. 講師紹介
2. パネルディスカッション

3. 司会者によるまとめ


4. セッションアウトライン#2 – Community and Ownership – 

【コミュニティの果たす役割を明確にし、オーナーシップを強化する】

Day1: ネットワーク＃1 – “INSPIRE”
Day1: ネットワーク＃2 – “ACTION”

Day2: 総会（YDP Japan Network第一回年次総会）

YDPは「新しい団体」ではなく、あくまでユース団体によるネットワークです。個別の団体の活動から離れては成立しえず、YDP Japan Networkに対してのオーナーシップを共有することが今後のネットワーク活性化には欠かせません。コミュニティを今後どのように機能させていくかについてのビジョンを共有するとともに、総会においてこれまでの一年の活動成果を共有し、今後のリーダーと方向性を決定します。

	Day 1 ネットワーク#1 – “INSPIRE”

	YDP Japan Networkというユース団体のネットワークの存在意義を知るためのセッションです。自団体、他団体をよりよく知る場を設けるとともに、実際にネットワークの価値を体感することによりネットワークの可能性や意義を見出します。
	Session Flow

	
	1. 異なる団体に属する6人グループに移動
2. ユースがグローバルアジェンダに取り組むことの意義をグループでブレスト
3. ユース団体における各団体の課題を共有

4. それぞれの経験を生かし解決案を考える




	Day 1 ネットワーク#2 – “ACTION”

	YDP Japan Networkというユース団体のネットワークの存在意義を知るためのセッションです。ネットワークをもつことの先にどのような価値があるかを知り、共有・協働・発信の各分野でYDP Japan Networkが2007年までに取り組むことを考えます。
	Session Flow

	
	1. ネットワーク#1のグループ

2. ユース団体間のネットワークを作ることによって最終的にどのような価値があるかをグループで検討
3. 今後YDPでなしうることやそのために必要な仕組みを検討



	Day1-2 オフィシャル・プレナリ（YDP Japan Network第一回年次総会）

	加盟団体の総会はYDP Japan Networkの意思決定の場であり、今回の総会では、(1)昨年度の活動報告・会計報告の承認、(2)次年度の事業計画の承認、(3)役員（理事・監事）の選出が議題となっています。

理事・監事の選挙プロセスもこのセッションで行います。
	Session Flow

	
	1. 議長選任

2. 理事・監事候補者紹介

3. 理事・監事選挙

4. 活動報告・会計報告審議

5. 事業計画審議

6. 役員選任




5. セッションアウトライン#3 – Interaction for Innovation –
【ユース同士が出会い、刺激しあう場を提供する】

Day1: ユース・シェアリング・ディスカッション
Day2: 「ナレッジ・マーケット」
Day2: ベスト・プラクティス・アワード

YDP Japanコミュニティの一つの側面は、貧困、開発教育、人権、平和、保健医療、環境、異文化理解などグローバルアジェンダに実践的に取り組むユース団体がそれぞれの経験や活動成果を共有し、互いに刺激しあえる場である点にあります。他の団体からノウハウを学び、自分の団体での活動に役立てうる知識を得る場です。それは、「他の団体にできて自分の団体にはできていないことがある」ことを正面から見据え、悔しさを飲み込んでいく「競争」のプロセスでもあります。
	Day 1 ユース・シェアリング・ディスカッション

	近いテーマに取り組んでいるグループごとに、団体の理念、方法、成果を知り合い、理念、成果、将来性の側面でどの団体が「最も優れているか」を話し合うことを通じ、互いの団体から学び、刺激を受ける機会を提供します。
	Session Flow

	
	1. 似た活動分野ごとの6-7人のグループに移動

2. 「問題意識」「活動内容」「成果」「今後の展開」について各団体の活動内容を共有

3. 他団体とその内容についてディスカッション



	Day 2 「ナレッジ・マーケット」

	メンバーは各団体での活動を通じて様々な知識を蓄積しています。この「ナレッジ・マーケット」では、これら知識の保有者が「出店者」となり、その他のメンバーが「消費者」となって、知識を交換できる市場（マーケット）を開設します。
	Session Flow

	
	1. プレゼンター紹介
2. 各テーブルへの移動
3. プレゼンターによるナレッジの紹介
4. 質問その他インタラクション
（2-4を3ラウンド）



	Day 2 ベスト・プラクティス・アワード

	ユース団体が取り組んでいる様々な企画。その中でも最も秀逸な「作品」をコミュニティで共有し、それを成し遂げた実践者を表彰します。外部からのコメントを通じ、ユース団体のどういった点が評価されるかについても伺います。
	Session Flow

	
	1. ノミネート作品プレゼンテーション
2. プレゼンテーションへの質疑応答
3. コメンテーターからのコメント
4. 投票

5. 開票結果発表



6. セッションアウトライン#4 – Project Meetings –
【具体的な協働事業や今後のインタラクションの場に関するミーティングを行う】

Day0: Pre-Meeting

Day1: Night Meeting
	Day 0 Pre-Meeting

	前泊している地方参加者を対象に、Day0（前日）の夜間に非公式のミーティングを行います。特に地方におけるユース団体の現状と今後の対策を検討する予定です（アジェンダの詳細は未定）。
	Session Flow

	
	1. アジェンダ確認
2. ディスカッション

3. まとめ

（ディスカッションの結論はDay2のモーニング・プレナリで全体に報告）


	Day 1 Night Meeting

	具体的なプロジェクトの話はなかなか全体のセッションではできません。この時間は夜のフリーな時間を活用して、特定のプロジェクトや企画についてミーティングないしは意見交換会を開催します。なお、参加者はいつでもミーティングの主催者になることができます。
	Session Flow

	
	1. アジェンダ確認
2. ディスカッション

3. まとめ

（ディスカッションの結論はDay2のモーニング・プレナリで全体に報告）




7. 報告書等について

“Youth, Development and Peace Japan Report 2006”

会議の各セッションの成果を報告書としてウェブサイト上に公開し、今後の活動の資料として提供します。
オンラインビデオストリーミング

活動の成果を分かりやすく伝えるための一つの方法として、オンラインでのビデオストリーミングを行う予定です。今回参加できなかった国内の団体や、他国のユース団体にYDP Japan Networkの雰囲気や成果を伝えます。
8. 運営体制
スタッフ　学生約20名
事業部長 兼 総務局長
森本真輔
コンテンツ局長
滝口怜奈
財務・ロジスティクス局長
伊藤尚志
ネットワーク局長
後藤智子
広報・渉外局長
山内一馬
情報技術局長
牧野満理瑛
9. データ
名称
“Youth, Development & Peace Japan 2006” （略称：”YDP Japan 2006”）

開催期間
2006年6月24日（土）～25日（日）

開催場所
国立オリンピック記念青少年総合センター

対象
地球的課題に取り組む日本のユース団体を代表する者、あるいはその代理

参加者数
200名（実行委員を含む）
費用
世界銀行の協力により無料
主催
YDP Japan Network、世界銀行東京事務所（共催）
後援………………..独立行政法人　国際協力機構（JICA）

賛同………………...ほっとけない　世界のまずしさ
ウェブサイト
http://www.ydpjapan.net/ydpj2006/

問い合わせ
info06@ydpjapan.net







